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市
の
施
策
等
に
対
す
る
議
員
か
ら
の
質
問
と
市
か
ら
の
答
弁
の
主
な
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
執
筆
は
議
員
自
ら
が
行
い
、
議
会
広
報
部
会
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

通学路に繁茂した雑草

根の張り出しで支障が生じた箇所

ひこっとらんどマリンビーチ

市議会正副議長の公用タクシー券

問　
本
庁
・
菊
川
・
豊
田
・
豊
浦
・
豊
北

地
区
に
お
け
る
市
道
の
除
草
に
か
か
る
令

和
４
年
度
の
予
算
は
。

答　
本
庁
地
区
が
約
４
２
０
０
万
円
で
、

道
路
の
陥
没
補
修
や
側
溝
修
繕
な
ど
の
道

路
維
持
費
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。

各
総
合
支
所
管
内
で
は
、
菊
川
が
約
２０
万

円
、
豊
田
が
約
１１０
万
円
、
豊
浦
が
約
１００
万

円
、
豊
北
が
約
６６０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
通
学
路
な
ど
は
除
草
の
要
望
も
多
く
、

予
算
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
除
草
に
比
べ

て
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
防
草
と
い
う
手
法

が
あ
る
が
、
本
市
で
の
導
入
状
況
は
。

答　
特
に
除
草
に
時
間
と
費
用
が
か
か
る

通
学
路
や
急
傾
斜
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
防
草
シ
ー
ト
や
張
り
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
、
除
草
が
不
要
と
な
る

防
草
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
現
場

に
合
っ
た
効
果
的
な
雑
草
対
策
を
実
施
し

な
が
ら
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
の
軽
減

を
図
っ
て
い
く
。

※
自
分
専
用
水
道
、
買
物
難
民
・
買
物
弱

者
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問

問　
近
年
の
海
水
浴
に
よ
る
水
難
事
故
の

件
数
と
そ
の
概
要
は
。

答　
潜
水
業
務
を
開
始
し
た
令
和
元
年
７

月
以
降
、
令
和
２
年
は
１
件
で
、
安
岡
海

水
浴
場
で
幼
児
２
人
が
安
岡
漁
港
の
防
波

堤
付
近
ま
で
流
さ
れ
た
。
令
和
３
年
は
２

件
で
、
安
岡
海
水
浴
場
で
男
性
３
人
が
浮

き
輪
に
つ
か
ま
り
２００
ｍ
ほ
ど
沖
に
流
さ
れ

た
。
ま
た
、
綾
羅
木
海
水
浴
場
で
も
男
性

１
人
が
浮
き
輪
に
つ
か
ま
り
２００
ｍ
ほ
ど
沖

に
流
さ
れ
た
。

問　
安
心
し
て
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
今
後
は
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の

配
置
は
可
能
か
。

答　
今
後
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

問　
ひ
こ
っ
と
ら
ん
ど
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
の

ス
ピ
ー
カ
ー
の
修
繕
に
つ
い
て
は
。

答　
令
和
４
年
７
月
に
ス
ピ
ー
カ
ー
の
故

障
が
判
明
し
た
が
、
ひ
こ
っ
と
ら
ん
ど
マ

リ
ン
ビ
ー
チ
は
、
県
の
所
管
と
な
る
た
め
、

県
へ
修
繕
の
要
望
を
し
て
い
る
。

※
観
光
の
広
報
に
つ
い
て
も
質
問

問　
歴
代
の
正
副
議
長
が
公
務
で
は
な
い

私
的
な
会
合
後
に
公
用
タ
ク
シ
ー
券
を
使
っ

て
帰
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
や
支
払

い
は
す
べ
て
適
正
だ
っ
た
と
思
う
の
か
。

答　
市
長
部
局
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な

い
。

問　
タ
ク
シ
ー
券
は
そ
の
都
度
１
枚（
も
し

く
は
２
枚
）ず
つ
渡
し
て
い
た
の
か
。

答　
市
長
部
局
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な

い
。

問　
使
用
目
的
な
ど
を
聞
い
て
渡
し
て
い

た
の
か
。

答　
市
長
部
局
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な

い
。

問　
こ
の
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
に
関
し
て
、

ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
聞
け
ば
よ
い
の
か
。

答　
議
会
事
務
局
に
聞
く
し
か
な
い
。

問　
議
会
事
務
局
が
答
え
る
べ
き
だ
と
は

思
わ
な
い
か
。

答　
議
会
の
中
で
判
断
さ
れ
て
質
問
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

我
々
が
ど
う
こ
う
い
う
問
題
で
は
な
い
。

▼
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

問　
市
の
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画

に
基
づ
い
て
バ
ス
路
線
が
分
割
さ
れ
、
乗

り
継
ぎ
や
割
高
な
運
賃
が
発
生
し
た
。
乗

継
運
賃
の
割
引
は
検
討
し
た
の
か
。
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
者
は
乗
り
換
え
で
も

直
通
運
賃
と
同
額
で
す
む
よ
う
バ
ス
事
業

者
に
改
善
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　
計
画
策
定
時
に
バ
ス
事
業
者
と
協
議

し
た
が
、
路
線
数
が
多
く
路
線
網
も
複
雑

な
た
め
対
応
は
困
難
だ
っ
た
。
経
過
措
置

と
し
て
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
を
行
っ
た
。

▼
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
路

問　
道
路
の
街
路
樹
が
歩
行
者
の
通
行
に

支
障
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
歩
行

者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
適
正
な

維
持
管
理
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
街
路
樹
の
根
が
張
り
出
し
、
舗
装
に

段
差
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
保
安

措
置
や
補
修
を
行
い
、
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

問　
街
路
樹
管
理
計
画
の
策
定
は
ど
う
か
。

答　
策
定
し
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

無所属　濵岡　歳生道路の除草

みらい下関　林　　昂史安心できる海水浴

無所属　本池　涼子市議会正副議長の公用タクシー券

日本共産党　桧垣　徳雄市民に優しい下関に

（2）議会だより 令和４年　第４回定例会 一般質問



●
第
４
回
定
例
会
で
は
次
の
議
員
も
一
般

質
問
し
て
い
ま
す
。

※
掲
載
の
順
番
は
質
問
順
で
す
。

▪
濵
﨑　
伸
浩（
創
世
下
関
）

▪
河
野　
淳
一（
公
明
党
）

▪
東
城
し
の
ぶ（
み
ら
い
下
関
）

▪
戸
澤　
昭
夫（
み
ら
い
下
関
）

▪
西
岡　
広
伸（
日
本
共
産
党
）

▪
坂
本　
晴
美（
公
明
党
）

▪
田
中　
義
一（
み
ら
い
下
関
）

▪
片
山　
房
一（
日
本
共
産
党
）

▪
吉
田　
真
次（
創
世
下
関
）

▪
恵
良
健
一
郎（
公
明
党
）

▪
板
谷　
　
正（
み
ら
い
下
関
）

▪
前
東　
直
樹（
公
明
党
）

▪
江
原
満
寿
男（
日
本
共
産
党
）

一般質問の内容や議員個人の賛否の結果
については、下関市議会のホームページ
をご覧ください。（QRコードを使うとス
ムーズにアクセスできます。）

議会中継 議決結果

マイナンバーカードの普及促進

財政健全化に取り組む下関市

下関市こども発達センター

問　
発
達
障
が
い
に
関
す
る
相
談
件
数
は
。

答　
令
和
元
年
度
は
７
０
４
７
件
、
２
年

度
は
８
２
４
９
件
、
３
年
度
は
９
９
５
１

件
で
あ
る
。

問　
早
期
発
見
、
早
期
療
育
へ
の
取
り
組

み
は
。

答　
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
、
３
歳
児

健
康
診
査
、
５
歳
児
相
談
会
で
対
応
し
て

い
る
。

問　
下
関
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー（
幡
生

本
町
）に
お
い
て
、
発
達
支
援
事
業
に
従

事
す
る
専
門
職
の
人
数
は
。

答　
作
業
療
法
士
３
人
、
臨
床
心
理
士
２

人
、
言
語
聴
覚
士
１
人
、
言
語
指
導
員
１

人
、
理
学
療
法
士
１
人
が
従
事
し
て
い
る
。

問　
支
援
者
養
成
の
現
状
は
。

答　
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の
職
員
に
対

し
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

３
カ
所
で
１９８
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

問　
発
達
障
が
い
の
診
断
ま
で
の
期
間
は
。

答　
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
診
療
所
で
は

約
２
カ
月
で
あ
る
。

※
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
も
質
問

▼
交
付
状
況

問　
令
和
４
年
１
月
現
在
の
交
付
率
は
。

答　
全
国
４１
・
０
％
、
山
口
県
４２
・
８
％
、

中
核
市
４０
・
４
％
で
あ
る
が
、
本
市
は
、

３９
・
９
％
と
少
し
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

▼
総
務
省
の
普
及
促
進
に
向
け
た
取
組

問　
本
市
の
取
組
は
。

答　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
取
得
に
向
け
た
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
っ
て

い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
は
ど
こ

で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の
ほ

か
本
市
の
窓
口
以
外
で
は
、
民
間
シ
ョ
ッ

プ
、
郵
便
局
で
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

▼
本
市
の
今
後
に
お
け
る
普
及
促
進
対
策

問　
他
市
が
実
施
し
て
い
る
、
カ
ー
ド
交

付
申
請
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
総
務
省
が
検
討
し
て
い
る
、
郵
便
局

の
行
政
事
務
拡
大
に
向
け
た
内
容
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
状
況
は
。

答　
職
員
数
は
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
で
１１５
人
を
削
減
し
、
給
料
・
職

員
手
当
、
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、
人
件

費
の
縮
減
額
は
、
令
和
３
年
度
ま
で
の
目

標
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
適
正
配
置
の
推
進
や

各
施
設
の
運
営
方
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
お
り
、
令
和
１６
年
度
ま
で
に
３０
％
の
削

減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
新
た
な
収
入
確
保
・
財
源
の
創
出
は
。

答　
令
和
４
年
度
９
月
補
正
で
、
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
会
計
か
ら
１２０
億
円
を
受
け
入

れ
、
同
額
を
基
金
に
積
み
立
て
た
。
令
和

３
年
度
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で
約
１
５

０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
約
５
億
円

の
収
入
が
あ
っ
た
。

問　
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
職
員
数
は
さ
ら
に
７６
人
を
削
減
予
定
、

一
般
財
源
の
規
模
は
令
和
７
年
度
当
初
予

算
で
令
和
元
年
度
対
比
２２
億
円
の
削
減
、

財
政
調
整
基
金
残
高
は
７０
億
円
、
一
般
会

計
市
債
残
高
は
７３０
億
円
を
目
指
す
。

公明党　平田　陽道発達障がい

創世下関　吉村　武志マイナンバーカードの普及促進

みらい下関　安岡　克昌第３期　財政健全化プロジェクト

注）議員と会派名：令和４年第４回定例会時点／会期：12月２日から 12月19日まで

（3） 議会だより 令和４年　第４回定例会 一般質問



編 集 後 記

【
発
行
日
】令
和
５
年
３
月
１
日  【
編
集
】議
会
広
報
部
会（
村
中
良
多
、
吉
村
武
志
、
桧
垣
徳
雄
、
平
田
陽
道
）

【
発
行
】下
関
市
議
会  

〒
750
-８
５
２
１ 

下
関
市
南
部
町
１
-１ 

☎
083
-231
-４
１
２
１  【
印
刷
】ア
ロ
ー
印
刷
株
式
会
社  

〒
751
-０
８
１
８ 

下
関
市
卸
新
町
10
-３ 

☎
083
-223
-１
２
１
１

◦
総
務
委
員
会
◦

　
星
野
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
示
さ
れ
た「
あ
る
か

ぽ
ー
と
・
唐
戸
エ
リ
ア
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
素
案
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
関
門
海
峡
を
眺
め
な
が
ら

多
様
な
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
観

光
客
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
市
民
が
日
常

的
に
集
う
魅
力
あ
る
エ
リ
ア
の
実
現
を
目

指
し
、
今
後
は
こ
の
素
案
を
基
に
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
本
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い

く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
本
プ
ラ
ン
の
推
進
に
は

市
民
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
が
聴
取
で
き
る

よ
う
な
組
織
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

あるかぽーと・唐戸エリアの将来像あるかぽーと・唐戸エリアの将来像

◦
経
済
委
員
会
◦

　
電
気
料
金
の
高
騰
に
伴
う
家
計
圧
迫
の

緩
和
と
消
費
電
力
量
の
抑
制
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
削
減
を
図
る
た
め
、
省
エ
ネ
家
電

の
買
い
替
え
費
用
を
補
助
す
る
経
費
を
計

上
し
た
補
正
予
算
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
家
庭
で
普
及
率
の
高
い
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
の
３
品
目
の

う
ち
、
一
定
の
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
家

電
に
買
い
替
え
た
場
合
、
本
体
価
格
の
２５
％

（
た
だ
し
、
上
限
額
は
５
万
円
）相
当
を
補

助
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
今
後
実
施
に
当
た
り
、

申
請
期
間
が
短
い
中
で
も
、
市
民
の
利
用

が
進
む
よ
う
に
、
申
請
手
続
き
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
検
討
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

省エネ家電買い替え促進事業省エネ家電買い替え促進事業

◦
文
教
厚
生
委
員
会
◦

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
一

貫
し
て
相
談
に
応
じ
る
伴
走
型
相
談
支
援

と
妊
娠
・
出
産
時
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を

支
給
す
る
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
行
う

た
め
の
補
正
予
算
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

に
出
産
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
が
支
援
の
対

象
と
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
今
回
の
支
援
措
置
が
妊

娠
期
や
出
産
・
子
育
て
期
の
不
安
の
解
消
、

孤
立
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
の
発
言
や
、
伴
走
型
相
談
支
援
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
の
対
象
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
求
め

る
意
見
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

妊娠・出産・子育てを応援妊娠・出産・子育てを応援

◦
建
設
消
防
委
員
会
◦

　
に
ぎ
わ
い
創
出
に
資
す
る
用
地
確
保
に

向
け
た
基
盤
整
備
や
燃
料
価
格
高
騰
な
ど

に
伴
い
厳
し
い
状
況
が
続
く
港
湾
運
送
事

業
者
に
対
し
価
格
高
騰
分
の
一
部
を
補
助

す
る
た
め
の
経
費
、
ま
た
、
新
港
地
区
ふ

頭
用
地
整
備
に
係
る
工
事
資
材
の
高
騰
に

よ
る
予
算
不
足
額
を
増
額
計
上
す
る
な
ど

の
補
正
予
算
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
燃
料
価
格
高
騰
分
に
対

す
る
補
助
に
つ
い
て
、
補
助
額
や
価
格
高

騰
分
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
確
認
し
た
ほ

か
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
開
発

の
今
後
に
つ
い
て
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
か
ら

示
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
問
う
発
言
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

港湾特別会計補正予算（第３回）港湾特別会計補正予算（第３回）

委
員
会
報
告

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◦
市
出
資
法
人
調
査
特
別
委
員
会
◦

　
市
が
出
資
を
し
て
い
る
法
人
に
つ
い
て
、

現
在
の
課
題
や
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
主

な
法
人
に
つ
い
て
、
委
員
会
に
お
い
て
な

さ
れ
た
意
見
や
要
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
下
関
海
洋
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

　
管
理
運
営
し
て
い
る
海
響
館
に
対
し
、

海
峡
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
積
極
的
な
参

画
を
求
め
、
さ
ら
な
る
集
客
増
と
な
る
取

組
を
期
待
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
下
関
市
立
大
学

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部（
仮
称
）の
設

置
に
当
た
り
、
学
ぶ
内
容
な
ど
の
周
知
を

図
り
、
子
供
た
ち
の
将
来
の
選
択
肢
の
一

つ
と
な
る
よ
う
、
認
知
度
の
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
下
関
市
立
市
民
病
院

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
点

医
療
機
関
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
精
神
的
・

肉
体
的
ケ
ア
に
も
心
を
配
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

市出資法人の経営状況を調査市出資法人の経営状況を調査

　
議
会
だ
よ
り
が
市
民
の
皆
様
に
親
し

ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
レ
イ

ア
ウ
ト
や
視
覚
障
が
い
者
へ
の
対
応
な

ど
広
報
機
能
の
充
実
を
テ
ー
マ
に
１
年

間
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、
今
号

が
最
後
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
１
年
間
の
議
論
を
次
期
広
報
部
会

に
引
き
継
ぎ
、
市
民
の
皆
様
と
議
会
を

つ
な
ぐ
と
い
う
議
会
だ
よ
り
の
使
命
を

果
た
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

�

議
会
広
報
部
会
委
員
一
同

◆
監
査
委
員
の
交
代
に
つ
い
て

　
本
市
監
査
委
員
の
小
熊
坂
孝
司
氏

の
逝
去
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し
て

福
田
幸
博
氏（
任
期
：
令
和
４
年
１１

月
２
日
～
令
和
５
年
２
月
１２
日
）が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

データサイエンス学部（仮称）を
設置予定の下関市立大学

（4）議会だより 令和４年　第４回定例会 委員会報告


